
第
三
十
九
回
野
尻
湖
ク
リ
ル
タ
イ松

井

太

第
三
十
九
回
野
尻
湖
ク
リ
ル
タ
イ

(日
本
ア
ル
タ
イ
学
会
)
が
'

二
〇
〇
二
年
七
月
二
十

一
日

(日
)
～
二
十
四
日

(水
)
に
わ
た

っ

て
開
催
さ
れ
､
の
べ
五
十
四
名
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
｡
参
加
者
の

コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
は
概
ね
下
記
の
通
り
｡

池
尻
陽
子

(筑
波
大

･
学
部
)
は
清
朝
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
関
係

に
関
心
を
も
つ
｡
市
丸
智
子

(九
大

･
院
)
は
元
代
経
済
史
を
専
攻
｡

九
州
史
学
会
大
会
で

｢元
代
に
お
け
る
貨
幣
表
示
に
つ
い
て
｣
を
報

告
｡
伊
藤
梓

(日
大

･
院
)
は
卒
論
で
清
朝
帰
属
前
後
の
チ
ャ
ハ
ル

部
の
動
向
を
扱

っ
た
｡
梅
村
坦

(中
大
)
は
東
洋
文
庫
に
将
来
さ
れ

た
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
所
蔵
ウ
イ
グ
ル
語
文
献
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
資
料
の
仮
目
録
を
公
刊
'
ま
た

｢
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
所
蔵
ウ
イ
グ

ル
文
書

S
t
4
b
K
r
.
7
4
の

l
解
釈
｣
(
『内
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
研
究
』

一
七
'
二
〇
〇
二
)
を
脱
稿
｡
王
宏
剛

(上
海
社
会
科
学
院
)
は
客

員
と
し
て
千
葉
大
に
滞
在
中
｡
大
石
真

一
郎

(甲
南
大
非
常
勤
)
は

新
免
科
研
報
告
書
に

｢｢
ウ
イ
グ
ル
｣
語
新
聞

『貧
者
の
声
』
に
つ

い
て
｣
を
執
筆
'
『史
学
雑
誌
』
｢回
顧
と
展
望
｣
の
モ
ン
ゴ
ル
期
以

降
を
担
当
｡
ま
た

『内
陸
ア
ジ
ア
文
字
資
料
オ
ン
ラ
イ
ン

･
リ
ソ
ー

ス
』
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
｡
大
多
和
正
夫

(東
北
大

･
院
)

は
卒
論
で
活
代
モ
ン
ゴ
ル
の
襲
爵
を
研
究
し
､
修
論
で
は
清
朝
支
配

下
に
お
け
る
ジ
エ
プ
ソ
ン
ダ
ン
パ
の
影
響
力
の
考
察
を
志
す
｡
岡
本

和
也

(北
大

･
院
)
は
ジ
ョ
チ

･
ウ
ル
ス
と
ル
ー
シ
諸
侯
と
の
関
係

を
研
究
中
｡
北
海
道
中
央
ア
ジ
ア
研
究
会
で
は

｢
一
四
世
紀
後
半
の

ジ
ョ
チ

･
ウ
ル
ス
に
お
け
る
マ
マ
イ

･
オ
ル
グ
｣
を
口
頭
報
告
｡
奥

山
博
志

(筑
波
大

･
学
部
)
は
入
関
後
清
朝
の
統
治
機
構
に
関
心
を

も
つ
｡
小
沼
孝
博

(筑
波
大

･
院
)
は
中
央
民
族
大

･
イ
リ
師
範
学

院
で
の
留
学
か
ら
帰
国
｡
｢在
京
ウ
イ
グ
ル
人
の
供
述
か
ら
み
た

一

八
世
紀
中
葉
カ
シ
ユ
ガ
リ
ア
社
会
の
政
治
的
変
動
｣
(『満
族
史
研
究
』

一
'
二
〇
〇
二
)
を
発
表
'
ま
た
満
族
史
研
究
会
で

｢
カ
ザ
フ

二
l

ル
の
編
立
｣
を
口
頭
報
告
｡
華
立

(大
阪
経
法
大
)
は
科
研
費
で

｢活
代
回
民
の
新
彊
移
住
史
の
研
究
｣
を
進
行
'
中
国
第

一
歴
史
楢

案
館
で

｢軍
機
処
満
文
録
副
｣
を
中
心
に
資
料
調
査
｡
ま
た

『古
代

中
国
高
句
麗
歴
史
叢
論
』
(黒
龍
江
教
育
出
版
社
'
二
〇
〇
一
)
'

『現
代
ア
ジ
ア
最
新
事
情
-
二

一
世
紀
ア
ジ
ア

･
太
平
洋
諸
国
と
日

本
≡

大
阪
経
法
大
出
版
局
'
二
〇
〇
二
)
を
共
著

･
分
担
｡
廉
屋
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哲
也

(新
潟
大

･
学
部
)
は
現
代
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
牧
畜
業
に
つ
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東

洋

学

報

い
て
ネ
グ
デ
ル
を
中
心
に
扱
う
卒
論
を
準
備
中
｡
禿
井
唯
信

(中
大

･

院
)
は
近
代
の
清
朝

･
ロ
シ
ア
の
外
交
関
係
を
'
華
夷
秩
序
も
視
野

に
入
れ
つ
つ
研
究
中
｡
菊
田
悠

(東
大

･
院
)
は

｢宗
教
の
リ
ソ
ー

ス
化
と
多
元
的
活
用
モ
デ
ル
｣
(『超
域
文
化
科
学
紀
要
三

一〇
〇
二
)

を
発
表
'
ま
た
九
月
か
ら
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

を
予
定
｡
菊
池
便
彦

(北
大
)
は

｢胡
馬
と
蝦
夷
の
馬
｣
(
『北
の
環

日
本
海
世
界
』
山
川
出
版
社
)
を
発
表
｡
北
海
道
で
も
大
陸
北
方
地

域
の
考
古
学
に
関
心
を
も
つ
研
究
者
が
増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
｡

楠
木
賢
道

(筑
波
大
)
は

｢天
聴
五
年
の
大
凌
河
攻
城
戦
と
ア
イ
シ

ン
国
軍
の
火
砲
｣
(『破
壊
の
諸
相
』
筑
波
大
学
'
二
〇
〇
二
)
を
執

筆
｡
桜
井
智
之

(中
大

･
院
)
は
第
二
五
回
白
馬
合
宿
で

｢
ア
ラ
ブ

に
よ
る
ブ
ハ
ラ
侵
攻
に
つ
い
て
-
ク
タ
イ
バ
の
征
服
ま
で
を
中
心
に
-
｣

を
発
表
｡
佐
藤
責
保

(阪
大

･
院
)
は
西
夏
の
貿
易
政
策
を
西
夏
文

の
法
典
や
漢
文
史
料
を
用
い
て
研
究
中
｡
ま
た

｢烏
毒
筆
補
講
註
稿
｣

(『中
国
研
究
集
刊
』
三
〇
㌧
二
〇
〇
二
)
の
執
筆
に
も
参
加
し
､
元

朝
初
期
の
諸
制
度
と
そ
れ
に
先
行
す
る
西
夏
の
制
度
と
の
類
似
点
を

も
検
討
中
｡
真
田
安

(立
教
大
非
常
勤
)
は
新
免
康

･
王
建
新
と
の

共
著

『新
選
ウ
イ
グ
ル
の
バ
ザ
ー
ル
と
マ
ザ
ー
ル
』
(東
外
大
イ
ス

ラ
ム
文
化
シ
リ
ー
ズ
)
を
公
刊
o
岸
田
稔

(帝
塚
山
学
院
大
)
は

J
o
u
r
nalof
th
e
H
isto
ry
of
S
uf
isTn
3

(
2
0
0
2
)

に
英
文
論
文

"T
a
rim
B
a
sin
M
a
z
a

rs
=
A
F
ie
ld
w
o
rk
R
e
po
r
t"
,
"A
S
tud
y

o
r
th
e
C
u
rr
ent
O
rd
a
m
IP
a
d
i
shah
S
y
s
te
m
芯
を
寄
稿

｡
設
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五
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九
二

禁
固
鷹

(立
教
大
)
は
科
研

｢オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
近
代
化
｣

を
組
織
｡
ま
た

｢オ
ス
マ
ン
帝
国
か
ら
ト
ル
コ
共
和
国
｣
(
『史
友
』

三
四
㌧
二
〇
〇
二
)
を
発
表
｡
漉
谷
浩

一
(茨
城
大
)
は
モ
ス
ク
ワ

で
の
在
外
研
究
か
ら
二
〇
〇
一
年
五
月
に
帰
国
｡
白
石
典
之

(新
潟

大
)
は
松
田
孝

l
科
研
と
も
共
同
で
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
フ
ィ
ー
ル
ド

調
査
を
実
施
'
さ
ら
に
チ
ン
ギ
ス

･
カ
ン
関
連
の
遺
跡
調
査
を
目
的

と
し
て

｢新
世
紀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣
を
モ
ン
ゴ
ル
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

歴
史
研
究
所
と
立
ち
上
げ
た
｡
ま
た

『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
の
考
古
学

的
研
究
』
(同
成
社
)
を
上
梓
｡
新
免
康

(中
大
)
は
真
田
安

･
王

建
新
と
の
共
著
の
他
'
科
研
報
告
書

『中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
属

意
識
と
イ
ス
ラ
ム
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
』
を
公
刊
｡
杉
山
清
彦

(阪
大

･
学
振
)
は
松
村
潤

『清
太
祖
実
録
の
研
究
』
の
書
評
を
執

筆

(『満
族
史
研
究
』

一
)｡
鈴
木
宏
節

(阪
大

･
院
)
は
古
代
テ
エ

ル
ク
史
を
専
攻
｡
ト
ニ
ユ
ク
ク
碑
文
の
考
察
を
中
心
に
修
論
を
準
備

中
｡
張
栄
江

(東
北
学
院
大

･
学
振
)
は
夫
人
と
共
に
参
加
｡
『清

代
藩
部
研
究
』
(黒
龍
江
教
育
出
版
社
､
二
〇
〇
一
)
を
出
版
､
現

在
は
入
関
前
の
清
朝
の
対
モ
ン
ゴ
ル
政
第

･
満
蒙
関
係
に
つ
い
て
研

究
中
｡
中
田
裕
子

(龍
大

･
院
)
は
修
論
で
唐
代
か
ら
五
代
に
至
る

ソ
グ
ド
人
と
突
蕨
と
の
関
係
を
扱
っ
た
｡
野
田
仁

(東
大

･
院
)
は

一
八
～
一
九
世
紀
の
カ
ザ
フ

･
清
朝

･
ロ
シ
ア
の
関
係
史
を
研
究
｡

新
免
科
研
報
告
書
に

｢露
清
関
係
上
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
｣
､
ま
た

｢清
朝
史
料
上
の
恰
薩
克

(カ
ザ
フ
)
三

｢部
｣｣
(『満
族
史
研
究
』
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1
)
を
執
筆
｡
萩
原
守

(神
戸
商
船
大
)
は
二
〇
〇
1
年
の
モ
ン
ゴ

ル
学
会
秋
季
大
会
を
主
催
｡
ま
た

"
X
inh
ai
R

evo
tu
tion

and

M
o
n
g
o
tia
"
(久
保
田
文
次
編

『
二
〇
世
紀
中
国
の
構
造
的

変
動

と
辛
亥
革
命
j
)
を
脱
稿
｡
演
本
真
実

(京
大

･
院
)
は
九
年
ぶ
り

の
参
加
｡
そ
の
間
に

｢中
世
ロ
シ
ア
文
献

『カ
ザ
ン
ハ
ン
国
史
』
の

書
誌
学
的
諸
問
題
と
史
料
的
価
値
｣
(『史
林
』
八
三
-

二

二
〇
〇

〇
)
を
発
表
'
ま
た

一
年
間
の
モ
ス
ク
ワ
留
学
を
経
験
｡
林
瞬
介

(東
外
大

･
院
)
は
ク
リ
ミ
ア

･
ハ
ー
ン
国
の
対
オ
ス
マ
ン
朝
関
係

を
研
究
｡
林
便
雄

(創
価
大
)
は

『騎
馬
遊
牧
民
の
黄
金
文
化
』

(並
河
寓
里
財
団

『季
刊
文
化
遺
産
』

二

一号
'
二
〇
〇
二
)
を
監

修
｡
ま
た
ロ
シ
ア
語
論
文
の
和
訳

｢天
山
山
中
の
ル
ー
ニ
ッ
ク
碑
文

を
伴
う
岩
画
｣
｢中
央
天
山
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
古
テ
エ
ル
ク

･

ル
ー
ニ
ッ
ク
碑
文
｣
を

『シ
ル
ク
ロ
ー
ド
研
究
』
三

(
二
〇
〇
二
)

に
発
表
｡
広
川
佐
保

(
一
橋
大

･
学
振
)
は
近
代
日
本

･
内
モ
ン
ゴ

ル
関
係
を
研
究
｡
7
7
ホ
ー
'
ウ
ラ
ン
ホ
ー
'
張
家
口
で
の
聞
き
取

り
調
査
を
行
な
い
'
｢あ
る
滴
洲
国
輿
安
省
官
吏
の
回
想
録
｣
(
『近

現
代
東
北
ア
ジ
ア
研
究
会
lニ

ー
ズ
レ
タ
ー
』

二
二
㌧
二
〇
〇
一
)

を
執
筆
｡
藤
本
透
子

(京
大

･
院
)
は
カ
ザ
ク
の
家
族
と
子
育
て
に

つ
い
て
人
類
学
的
に
研
究
中
｡
｢社
会
変
化
期
に
お
け
る
カ
ザ
ク
女

性
た
ち
の
子
育
て
｣
(日
本
カ
ザ
フ
研
究
会

『中
央
ア
ジ
ア
乾
燥
地

に
お
け
る
大
規
模
潅
概
の
生
態
環
境
と
社
会
経
済
に
与
え
る
影
響
』

二
〇
〇
一
年
調
査
報
告
書
)､
｢カ
ザ
フ
ス
タ
ン
/
子
ど
も
の
成
長
儀

桑

報

松
井

礼
に
み
る
イ
ス
ラ
ー
ム
｣
(
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

『
ワ
ー
ル
ド

･
ー

レ
ン
ド
』
二
〇
〇
二
年
十
月
号
)
を
執
筆
｡
細
谷
良
夫

(東
北
学
院

大
)
は
鎌
紅
旗
楢
案
の
資
料
集
の
第
四
冊

T
h
e
B
o
rd
ered
R
ed

B

aTm
er
A
rchiues
in
Lhe

ToyoB
unh
o
を
東
洋
文
庫
か
ら
公

刊

｡ま
た
大
輿
安
嶺
地
域
の
フ

ィー
ル
ド
調
査
も
継
続
｡
堀
川
徹

(京
都
外
大
)
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
所
蔵
の
ヒ
ヴ
ア

･
ハ
ー
ン
国
法

廷
文
書
カ
タ
ロ
グ
を
磯
貝
健

一
ら
と
共
に
公
刊
｡
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

側
と
の
共
同
研
究
を
本
格
的
に
発
足
さ
せ
'
ま
た
サ
マ
ル
カ
ン
ド
所

蔵
の
同
種
文
書
に
つ
い
て
も
調
査
予
定
と
の
こ
と
｡
松
井
太

(弘
前

大
)
は
昨
年
の
ク
リ
ル
タ
イ
で
の
発
表
内
容
を

｢
モ
ン
ゴ
ル
時
代
ウ

イ
グ
リ
ス
タ
ン
の
税
役
制
度
と
徴
税
シ
ス
テ
ム
｣
と
し
て
松
田
科
研

報
告
書
に
発
表
｡
松
岡
雄
太

(九
大

･
院
)
は
言
語
学
専
攻
｡
現
代

朝
鮮
語
に
関
す
る
修
論
と
と
も
に
､

一
八
世
紀
の
司
訳
院
に
お
け
る

蒙
満
漢
の
老
乞
大
に
関
す
る
研
究
を
準
備
中
｡
松
田
孝

一
(大
阪
国

際
大
)
は
十
年
ぶ
り
の
参
加
｡
村
岡

･
松
井
ほ
か
計
八
名
で
科
研
を

組
織
'
代
表
者
と
し
て
山
西
地
方
の
元
代
石
刻
と
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の

遺
跡
を
調
査
し
'
報
告
書

『碑
刻
等
史
料
の
総
合
的
分
析
に
よ
る
モ

ン
ゴ
ル
帝
国

二
九
朝
の
政
治

･
経
済
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
的
研
究
』
を

公
刊
｡
村
岡
と
と
も
に
ア
ル
タ
イ
方
面
の
軍
事
拠
点

｢称
海
屯
田
｣

の
所
在
を
検
討
中
｡
丸
山
健
太

(東
北
学
院
大

･
院
)
は
清
朝
八
旗

制
を
研
究
｡
嘉
慶

･
同
光
年
間
の
旗
人
の
生
計
問
題
に
関
す
る
修
論

を
準
備
中
｡
村
岡
倫

(龍
大
)
は
意
外
に
も
初
参
加
｡
松
田
と
と
も

第
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東

洋

学

報

に
山
西

.
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
現
地
調
査
を
行
な
い
'
松
田
科
研
報
告

書
に

｢
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
右
翼
ウ
ル
ス
と
山
西
地
方
｣
を
執
筆
｡
森

川
哲
雄

(九
大
)
は

｢
一
七
世
紀
か
ら

一
八
世
紀
初
頭
の
モ
ン
ゴ
ル

年
代
記
に
つ
い
て
｣
(『東
洋
史
研
究
』
六

一
-

T
'
二
〇
〇
二
)
を

執
筆
｡
森
部
豊

(筑
波
大
)
は

｢後
晋
安
万
金

･
何
氏
夫
妻
墓
誌
銘

及
び
何
君
政
墓
誌
銘
｣
(『内
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
研
究
』

一
六
'
二
〇

〇
一
)
･
｢唐
前
半
期
河
北
地
域
に
お
け
る
非
漠
族
の
分
布
と
安
史
軍

淵
源
の
T
形
態
｣
(『唐
代
史
研
究
』
五
㌧
二
〇
〇
二
)
を
執
筆
し
'

唐
～
五
代
の
ソ
グ
ド
系
武
人
勢
力
の
考
察
を
進
め
る
｡
山
田
美
保

(都
立
大
泉
学
園
高
)
は

｢世
界
史
教
育
に
お
け
る
マ
カ
ー
ト
ニ
ー

使
節
団
｣
(『総
合
歴
史
教
育
≡

二
七
へ
二
〇
〇
一
)
を
発
表
'
ま
た

高
校
世
界
史
B
の
指
導
書
作
成
で
五
代
～
モ
ン
ゴ
ル
期
を
扱
う
｡
山

本
明
志

(阪
大

･
院
)
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
チ
ベ
ッ
ト
諸
氏
族
と
の

関
係
を
研
究
｡
白
石

『チ
ン
ギ
ス

･
カ
ン
の
考
古
学
』
の
新
刊
紹
介

を

『史
学
雑
誌
』
に
'
ま
た
佐
藤
ら
と

｢
『烏
量
筆
補
』
諾
註
稿
｣

を
共
訳
発
表
｡
吉
田
世
津
子

(四
国
学
院
大
)
は
ク
ル
グ
ズ

(キ
ル

ギ
ス
)
農
村
社
会
の
家
族

･
親
族
関
係
や
イ
ス
ラ
ー
ム
信
仰
を
人
類

学
的
に
研
究
｡
吉
田
龍
博

(東
外
大

･
院
)
は

一
九
世
紀
後
半
の
ク

リ
ミ
ア
半
島
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
の
教
育
に
つ
い
て
へ
オ
ス
マ
ン
期

の
新
聞
へ
ロ
シ
ア
文
部
省
資
料
な
ど
を
用
い
て
研
究
中
｡
渡
辺
祐
希

(東
北
学
院
大

･
学
部
)
は
何
と
自
転
車
で
仙
台
か
ら
野
尻
湖
ま
で

を
走
破
｡
清
朝
入
関
前
の
八
旗
蒙
古
成
立
過
程
に
関
す
る
卒
論
を
準

第
八
十
五
巻

九
四

備
中
｡
マ
リ
ア

･
サ
ー
キ
ム

(新
彊
医
科
大
)
は
2
度
目
の
参
加
｡

現
在
は
ウ
イ
グ
ル
伝
統
医
学
に
対
す
る
ア
ニ
ミ
ズ
ム

･
シ
ャ
マ
ニ
ズ

ム
の
影
響
に
関
心
を
も
つ
｡
な
お
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
主
席
が
①

ウ
イ
グ
ル
人
に
も
名
字
を
つ
け
る
②
ロ
ー
マ
字
転
写
を
回
復
す
る
t

の
2
点
を
主
張
し
'
そ
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
た
と

い
う
情
報
を
提
供
｡

ま
た
新
涯
か
ら
日
本
訪
問
中
の
マ
ル
ズ
カ

(新

重
大
教
師
へ
中
大

･
外
国
人
研
究
員
)'
ム
バ
ラ
ク

(新
彊
大
出
身
)'

レ
ナ

(中
大

･
研
究
生
)
も
参
加
し
た
｡

次
に
各
日
の
研
究
報
告
の
内
容
を
紹
介
す
る
｡

【七
月
二
十

一
日
】

白
石
典
之

｢
モ
ン
ゴ
ル
国
ア
ウ
ラ
ガ
遺
跡
の
調
査
｣
‥
前
述
の

｢新
世
紀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣
の
一
環
と
し
て
開
始
さ
れ
た
遺
跡
調
査

の
成
果
を
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
紹
介
｡
ア
ウ
ラ
ガ
遺
跡
の
表
面
調
査

結
果
を
文
献
史
料
と
も
照
合
L
t
チ
ン
ギ
ス
の

｢大
オ
ル
ド
｣
と
断

定
し
た
｡
ま
た
へ
金
朝
の
モ
ン
ゴ
ル
高
原
征
討
の
紀
功
碑
で
あ
る
セ

ル
ベ
ン

･
ハ
ー
ル
ガ
岩
壁
碑
文
に
つ
い
て
も
'
新
規
拓
本
採
集
作
業

な
ど
の
情
報
を
提
供
し
た
｡

【七
月
二
十
二
日
】

佐
藤
景
保

∃
全
史
』
交
聴
表
に
見
る
西
夏
の
朝
貢
使
節
に
つ
い

て
｣
‥
西
夏
の
朝
貢
使
節
が
金
国
内
で
私
貿
易
を
行

っ
て
い
た
こ
と

を
指
摘
し
た
上
で
､
『金
史
』
交
碑
表
に
記
録
さ
れ
る
遣
全
使
節
の

正
使

･
副
使
の
姓
名
及
び
官
称
号
か
ら
人
選
の
傾
向
を
分
析
｡
分
析
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の
結
果
'
様
々
な
民
族

･
部
族
出
身
者
が
任
命
さ
れ
'
私
貿
易
の
利

益
確
保
だ
け
で
な
-
官
僚
に
と

っ
て
昇
進
の
契
機
と
も
な
っ
た
こ
と
'

正
使
に
宿
衛
関
連
の
職
事
官
'
副
使
に
末
代
の
館
職
の
ご
と
き
称
号

を
持
つ
者
が
任
命
さ
れ
'
再
任
時
に
副
使
か
ら
正
使

へ
の
昇
格
が
見

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
'
西
夏
の
官
僚
登
用
法
に
は
宿
衛
系
統

(武
官
)

と
試
験
採
用
系
統

(文
官
)
の
二
つ
が
あ
り
､
前
者
が
正
使
'
後
者

が
副
使
に
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
｡

市
丸
智
子

｢元
代
の
葦
北
に
お
け
る
貨
幣
使
用
の
実
態
に
つ
い
て
｣

‥
元
代
の
各
種
貨
幣

(銀

･
紗

･
銅
銭
)
の
実
際
の
使
用
状
況
や
､

紗
の
貨
幣
単
位

(錠
両
単
位

･
貫
文
単
位
)
の
使
用
方
法
の
差
異
に

つ
い
て
'
特
に
華
北
に
お
け
る
状
況
を
石
刻
史
料
か
ら
考
察
｡
ま
ず
'

使
用
貨
幣
が
妙
法
の
導
入
に
よ
-
銀
か
ら
紗

へ
と
移
行
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
｡
次
に
'
銀
使
用
の
影
響
に
よ
-
紗
に
導
入
さ
れ
た

錠
両
単
位
が
'
実
際
に
は
下
賜

･
財
政
運
営
等
の
状
況
に
使
用
が
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
'
政
府
の
影
響
が
強
か
っ
た
で
あ
ろ
う
華
北
に
お

い
て
も
紗

へ
の
貫
文
単
位
が
民
間
で

一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
指
摘
し
た
｡
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
'
元
代
に
お
い
て
も
､
民
間

レ
ベ
ル
で
は
末
代
か
ら
の
慣
習
的
な
貨
幣
使
用
の
連
続
性
が
指
摘
し

う
る
と
結
論
づ
け
た
｡

松
井
太

｢中
世
ウ
イ
グ
ル
社
会
の
隣
保
組
織
｣
‥
既
発
表

･
未
発

表
の
中
世
ウ
イ
グ
ル
語
世
俗
文
書
中
に
ウ
イ
グ
ル
語

bo
r
u
n

｢保

証
人
｣
お
よ
び

b
o
ruヲ
ー
uq
｢保
証
人
組
合
'
隣
保
組
織
｣
の
在
証

蓑

報

松
井

例
を
確
認
し
'
ま
た

boruコ⊥
uq
が
徴
税
単
位
と
し
て
も
機
能
し

て
い
る
こ
と
を
論
証

｡
さ

ら
に
､
こ
の
隣
保
組
織
の
存
在
を
念
頭
に

置
-
こ
と
で
'
従
来
歴
史
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
な
い
ウ
イ
グ

ル
語
契
約
文
書

･
行
政
命
令
文
書
に
つ
い
て
も
'
内
容
理
解
や
歴
史

的
背
景

(徴
税
制
度
､
社
会
的

･
経
済
的
慣
行
)
の
再
構
成
を
深
化

さ
せ
得
る
こ
と
を
提
示
し
た
｡

葦
立

｢楢
葉
史
料
で
み
る
清
代
新
彊
の
回
民

(中
国
ム
ス
リ
ム
)

た
ち
｣
‥
乾
隆
以
降
を
中
心
に
'
回
民
の
新
涯
へ
の
移
住
の
実
態
を
､

近
年
大
量
に
公
刊
が
進
ん
だ
満
文

･
漢
文
の
楢
案
史
料
か
ら
検
討
｡

新
彊
移
住
回
民
の
出
身
地
は
陳
西

･
甘
粛
を
中
心
と
L
t
移
住
回
民

の
職
業
は
貿
易
関
係

(商
業

･
運
輸
業

･
手
工
業
)
に
集
中
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
指
摘
｡
さ
ら
に
新
彊

･
甘
粛

･
陳
西
に
ま
た
が
っ
て

回
民
の
同
郷

･
同
数
意
識
が
看
取
で
き
る

一
万
㌧
甘
粛
で
の
回
民
反

乱
と
そ
の
鎮
定
が
新
彊
移
住
者
に
も
清
朝
の
取
締
強
化
と
い
う
形
で

波
及
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
､
同
治
初
期
の
新
彊
回
民
反
乱

へ
の

影
響
を
推
測
し
た
｡

王
宏
剛

｢
ア
ル
タ
イ
民
族
の
文
化
精
神
の
起
源
と
発
展
を
探
求
す

る
｣
‥
東
北
地
方
を
中
心
に
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
行
な

っ
た
際
の
ス

ラ
イ
ド
や
ビ
デ
オ
映
像
に
よ
り
'
ー
ウ
ン
グ
ー
ス
系
諸
族
の
シ
ャ
マ

ニ
ズ
ム
信
仰
を
紹
介
｡
シ
ャ
マ
ン
と
中
国
当
局
と
の
良
好
な
関
係
な

ど
'
興
味
深
い
情
報
も
提
供
し
た
｡

吉
田
世
津
子

｢中
央
ア
ジ
ア
の
人
生
儀
礼
｣
‥
ク
ル
グ
ズ

ス
タ
ン

第
八
十
五
巻

九
五
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東

洋

学

報

の
ナ
ル
ン
州
コ
チ
コ
ル
地
区
カ
ラ
タ
ル
村
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
結

果
を
ス
ラ
イ
ド
と
と
も
に
報
告
｡
誕
生

･
割
礼

･
結
婚

･
葬
礼

･
祭

紀
な
ど
の
人
生
儀
礼
の
特
徴
を
整
理
し
'
多
-
の
儀
礼
は
必
ず
し
も

非
日
常
的
で
は
な
い
も
の
の
､
葬
礼
が
最
大
の
節
目
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
｡

林
俊
雄

｢石
人
の
変
遷
｣
‥
飛
び
入
-
な
が
ら
'
今
年
も
恒
例
の

ス
ラ
イ
ド
報
告
｡
モ
ン
ゴ
ル
高
原

･
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
中
心
に
石
人

の
有
無

･
形
態
的
特
徴
を
整
理
し
た
上
で
'
第

一
突
厭
時
代
に
は
無

か
っ
た
石
人
文
化
が
第
二
突
厭
時
代
で
発
生
し
､
ウ
イ
グ
ル
時
代
に

は
消
滅
し
た
も
の
の
､
お
そ
ら
く
キ
プ
チ
ヤ
ク
族
が
継
承
し
て
モ
ン

ゴ
ル
帝
国
に
再
輸
入
し
た
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
た
｡

【七
月
二
十
三
日
】

杉
山
清
彦

｢清
初
借
衛
考
｣
‥
ヌ
ル
ハ
チ

･
ホ
ン
タ
イ
ジ
時
代
の

皇
帝

･
諸
王
の
親
衛
隊

(hiya
～
侍
衛

･
護
衛
)
に
つ
い
て
､
八
旗

上
層
部
を
構
成
す
る
有
力
氏

族
出
身
者
や
帰
順
勢
力
の
首
長
層

(特

に
そ
の
子
弟
)
を
中
心
に
選
抜
さ
れ
た
親
衛
隊
員
か
ら
'
各
旗
首
脳

や
中
央
政
府
高
官
が
輩
出
さ
れ
た
こ
と
､
ま
た
皇
帝

･
諸
王
が
そ
れ

ぞ
れ
保
有
す
る
親
衛
隊
が
家
政
機
関
と
と
も
に
そ
の
側
近
を
構
成
し

て
い
た
こ
と
な
ど
を
提
示
｡
こ
れ
ら
の
諸
特
徴
が
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
時

代
の
親
衛
隊

(ケ
シ
ク
)
と
も
相
似
す
る
こ
と
を
指
摘
し
､
親
衛
隊

を
清
朝
の

｢中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
的
特
質
｣
の
核
心
と
結
論
づ
け
た
｡

小
沼
孝
博

｢清
朝
治
下
の
内
陸
ア
ジ
ア
に
お
け
る

『旗
体
制
』
の

第
八
十
五
巻

九
六

展
開
｣
‥
八
旗

･
部
族
八
旗

･
ジ
ャ
サ
ク
旗
の
壮
丁
が
共
通
し
て
負

担
し
た
軍
役
義
務
を
検
討
し
'
乾
隆
朝
以
降
の

｢旗
｣
を
介
し
た
内

陸
ア
ジ
ア

(藩
部
)
支
配
の
実
体
を
探

っ
た
｡
ま
ず
満
文
楢
案
に
頻

出
L
t
治
下
の
内
陸
ア
ジ
ア
住
民
を
示
す

｢ejen
の

a
-
batu｣
と

い
う
表
現
'
及
び
モ
ン
ゴ
ル
の
ノ
ヤ
ン
層
を
皇
帝
の
a
h
a
(奴
僕
)

と
し
て
支
配
下
に
範
晴
へ
取
-
込
ん
で
い
-
動
き
に
注
目
し
'
｢
旗
｣

支
配
を
貰
-

｢
ejen-
aha-
a
-
batu｣
と
い
う
関
係
軸
を
提
示
し

た
｡
次
に
各

｢旗
｣
の
壮
丁
が
負
担
し
た
カ
ル
ン
駐
守
の
任
務
を
分

析
し
'
清
朝
が
戦
時
に
効
率
的
に
軍
事
力
を
得
る
た
め
'
平
時
か
ら

部
族
八
旗
兵
と
ジ
ャ
サ
ク
旗
兵
を
駐
防
八
旗
と
同
じ
軍
紀
を
遵
守
す

る
軍
団
と
し
て
養
成
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
'
｢旗
｣
に
編
成
さ

れ
た
各
集
団
を

一
体
と
し
て
運
用
す
る

｢旗
体
制
｣
支
配
シ
ス
テ
ム

が
構
築

･
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
と
結
論
づ
け
た
｡

藤
本
透
子

｢カ
ザ
ク
ス
タ
ン
に
お
け
る
成
長
儀
礼
の
実
践
と
社
会

変
化
｣
‥
二
〇
〇
一
年
七
月
～
十
月
に
か
け
て
の
カ
ザ
ク
ス
タ
ン
で

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
も
と
に
'
子
育
て
に
関
連
す
る
成
長
儀
礼
の

実
践
状
況
に
つ
い
て
t
と
-
に
旧
ソ
連
時
代
と
独
立
後
の
比
較
を
中

心
に
検
討
｡
旧
ソ
連
時
代
に
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
的
儀

礼
が
復
興
し
っ
つ
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
｡

溢
谷
浩

一
｢キ
ャ
フ
タ
条
約
締
結
過
程
の
研
究
-
清
側
ロ
シ
ア
文

条
約
と
国
境
貿
易
条
項
｣
‥
キ
ヤ
フ
タ
条
約
に
つ
い
て
'
ロ
シ
ア
側

主
導
で

一
七
二
七
年
十
月
に
締
結
さ
れ
た
と
い
う
通
説
を
'
ロ
シ
ア
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所
蔵
の
外
交
文
書
や
活
側
楢
案
か
ら
再
検
討
｡
そ
の
結
果
'
条
約
交

渉
は

一
七
二
七
年
十
月
以
降
に
も
継
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
'
ま
た
清

朝
側
が
作
成
し
た
草
案
の
内
容
も
条
約
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
論

証
L
t
同
条
約
を

｢
ロ
シ
ア
側
の
外
交
的
勝
利
｣
と
す
る
従
来
の
見

解
が

一
面
的
に
過
ぎ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
｡

演
本
真
実

｢タ
タ
ー
ル
士
族
の
ロ
シ
ア
正
教
改
宗
｣
‥
ロ
シ
ア
政

府
に
よ
る
初
期

二

六
世
紀
後
半

～
l
七
世
紀
)
の
ム
ス
リ
ム
臣
民

統
治
政
策
解
明
の

一
環
と
し
て
'
タ
タ
ー
ル
士
族
の
ロ
シ
ア
正
教
改

宗
を
取
り
上
げ
た
｡
外
務
庁
の

｢
タ
タ
ー
ル
文
書
｣
と
ロ
シ
ア
政
府

に
よ

っ
て
出
さ
れ
た
法
令
を
も
と
に
'
タ
タ
ー
ル
士
族
の
改
宗
過
程

を
追
い
'
ロ
シ
ア
政
府
が
遅
く
と
も

一
七
世
紀
前
半
か
ら
経
済
的
な

利
益
を
与
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
タ
タ
ー
ル
士
族
の
正
教
改
宗
を
促
し

た
こ
と
'
こ
の
政
策
は
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
封
土
所
有
を
制
限
す
る

政
策
に
転
化
し
た
こ
と
'

一
七
世
紀
を
通
じ
て
タ
タ
ー
ル
士
族
に
対

す
る
改
宗
圧
力
が
強
ま

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
｡

菊
田
悠

｢暮
ら
し
の
中
の
信
仰
実
践

-
フ
ェ
ル
ガ
ナ
地
方
の
イ
ス

ラ
ー
ム
を
垣
間
見
て
｣
‥
二
〇
〇
二
年
三
月
～
七
月
の
約
四
カ
月
半

に
わ
た
る
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
フ
エ
ル
ガ
ナ
州
リ
シ
タ
ン
市
で

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
き
'
主
に
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
連
し
た

施
設
や
儀
礼
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
た
｡

以
上
で
予
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
､
七
月
二
十
四
日
の
朝
食
後

に
散
会
し
た
｡

桑

報

松
井

今
回
の
ク
リ
ル
タ
イ
で
は
'
例
年
に
比
べ
て
時
間
的
に
タ
イ
ト
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
た
｡
し
か
し
'
結
果
的
に
各
報
告
者
が
研
究

成
果
の
要
点
を
よ
り
強
調
す
る
形
と
な
り
､
い
ず
れ
も
例
年
以
上
に

迫
力
あ
る
内
容
と
筆
者
に
は
感
じ
ら
れ
た
｡
も
ち
ろ
ん
'
セ
ッ
シ
ョ

ン
時
間
外
の
食
事

･
懇
親
会
や
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
の
野
尻
湖
遊
覧

な
ど
で
も
'
参
加
者
が
活
発
に
議
論
を
交
え
'
ま
た
情
報
を
交
換
し

あ

っ
た
こ
と
は
例
年
通
り
で
あ
る
｡

な
お
､
第
四
十
回
の
節
目
を
迎
え
る
次
回
の
野
尻
湖
ク
リ
ル
タ
イ

は
'
二
〇
〇
三
年
七
月
十
九
日

(土
)
～
二
十
二
日

(火
)
に
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
｡
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